
 

（様式１－３） 

福島県（川内村）帰還・移住等環境整備事業計画 帰還・移住等環境整備事業等個票 

令和８年４月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 278 事業名 農山村地域復興基盤総合整備事業（森林整備事業） 

瀬耳上線 

事業番号 （5）-40-139 

交付団体 福島県 事業実施主体（直接/間接） 川内村（間接） 

総交付対象事業費 16,700（千円） 全体事業費 54,200（千円） 

帰還・移住等環境整備に関する目標 

東日本大震災と原発事故からの復旧・復興に向け、村では国等の支援を受け生活環境の回復や主要なイ

ンフラ整備等様々な施策を実施し復興は着実に進んでいるが、若い世代の帰村やコミュニティの維持、基

幹産業である農林業の振興など、引き続き取り組むべき課題は多く残されている。 

森林地域においては、放射性物質の影響による労働安全の確保や地域木材の市場価値の低下から森林整

備・木材生産が停滞していることから、多面的機能が高い森林について、意欲が低下している森林所有者

に代わり村が放射性物質対策を講じた森林整備を実施している。村では地元や関係者との調整が整った地

区から森林整備を進めており、平成２６年度から３９６ha の森林において整備を実施してきた。林道瀬耳

上線を主要な搬出路としている神揚地区周辺の森林については、震災後、林業の再開に向けた体制が整わ

ず、これまで森林整備が滞っていたが、令和４年に村有林における立木に係る財物賠償請求が完了したこ

とや村内にチップ工場が整備されたこと、浪江町に新たに集成材工場が竣工するなど、地域林業を取り巻

く環境が整ってきたことから、本格的に森林整備が再開できる見通しとなった。 

しかし、地域の林業再開において、森林整備や木材搬出のために大型車両の走行が必要不可欠な林道で

ある瀬耳上線の橋梁は、避難指示期間に適切な維持管理が困難となっていたことから、点検診断の結果、「緊

急対応を行う必要がある」等と判定された。また、同橋梁は耐震基準が改訂され施設の要求性能の見直し

が行われていることから、現行の耐震基準を満たすように改修する必要がある。 

よって、本事業により、林業に従事する車両の通行の安全確保を図り、林業再開を加速化させる。 

＜事業目標＞ 

川内村林道橋梁長寿命化修繕計画（個別施設計画）に基づき対策工事を実施する施設数 

（令和 10 年度）１橋  

事業概要 

＜林道改良事業＞ 

施設の点検診断の結果、床版のひびわれ、遊離石灰、剥離、鉄筋露出、鉄筋腐食。下部工の遊離石灰。

地覆、舗装のひびわれ。排水施設の土砂詰まりが見られ、緊急な措置が必要と判定された部位において対

策工事を行うとともに、耐震基準の見直しに即した部材の交換等を行う。 

・林道瀬耳上線 

橋梁の長寿命化、耐震化対策 １橋 

 

当面の事業概要 

＜令和８年度＞  調査設計業務 １橋、事業費 １６，７００千円 

＜令和 10 年度＞ 橋梁改良工事 １橋、事業費 ３５，０００千円 

現場管理委託 １橋、事業費  ２，５００千円 

地域の帰還・移住等環境整備との関係 

・地域の基幹産業である林業・林産業の産業基盤の整備 

・地区集落間の連絡道や災害時の迂回路として安全な通行の確保 

・林道の沿線には、双葉地方森林組合川内村事業所及び木材加工場が立地しており、現在 10 名が勤務して



 

いる。このうち、川内村５名、富岡町２名、南相馬市１名の計８名は、震災前に帰還困難区域又は緊急

時避難準備区域に居住していた者であり、現在では川内村の２名が震災前の居住地に帰還している。一

方、残る３名については、就業は継続しているものの、生活基盤の未整備等により、いまだ避難先から

の通勤を余儀なくされている状況にある。 

当該林道を整備し、木材搬出や業務車両の安全かつ円滑な通行を確保することにより、事業所及び木材

加工場の安定的な操業環境が整備され、雇用の継続及び就労環境の向上が図られる。これにより、通勤

負担の軽減や生活の見通しが立つことで、現在避難先から勤務している従業員の帰還を後押しするとと

もに、新たな就業希望者の移住促進にも寄与するものである。 

・林道沿線に複数の避難者が所有する農地や森林があり、帰還のためには荒廃した農地や森林の整備と併

せて自己所有の森林の空間線量の低減についても要望されていることから、当該林道の橋梁改良を行い、

大型車両の安全な通行を確保し、森林の整備・木材の搬出、周辺農地の復旧を行う必要がある。 

 

 

関連する事業の概要 

〇ふくしま森林再生事業（国事業名：森林環境保全整備事業＜復興特別会計＞） 

震災以降、放射性物質の影響により森林整備や林業生産活動が停滞している森林において、森林の有す

る多面的機能の発揮を確保するため、市町村等の公的主体が間伐等の森林整備と放射性物質対策を一体的

に実施。 

（実績）間伐等（Ｈ２６～）３９６.１ha 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 

 



事業内容：林道橋梁改良

瀬耳上橋W=3.6ｍ L=23.4ｍ

農山村地域復興基盤総合整備事業

（森林整備事業）瀬耳上線 位置図


